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Ⅰ 結 果 の 概 要

1．総人口

平成23年10月1日現在の秋田県の算出による総人口は1,075,058人(男504,448人、女570,610

人)で、平成22年10月1日現在に比べ10,939人(1.01％)減少した。

戦後最初の国勢調査が行われた昭和22年(1947)以降の県人口の推移(総務省統計局人口推計 各

年10月1日現在)をみると、昭和22年に1,257,398人(国勢調査)だったものが、昭和31年(1956)には

過去最多の1,349,936人となり、この9年間で92,538人増加した。しかし、翌昭和32年(1957)から

17年連続して減少し、昭和48年(1973)には1,226,793人となりこの間に123,143人が減少した。そ

の後、昭和49年(1974)から再び増加に転じ昭和56年(1981)には1,258,751人まで回復したものの、

翌昭和57年(1982)から再び減少し始め、平成23年(2011)まで30年連続で減少している。また、平

成17年(2005)以降は7年連続で人口減少数（自然増減数＋社会増減数）が1万人を超えており、平

成18年(2006)以降の人口減少率は、平成22年(2010)を除いて1％を超えている。

なお、総務省統計局の推計人口によると、秋田県の総人口は平成10年(1998)に戦後初めて120万

人を割り、その11年後の平成21年(2009)に110万人を割っている。

図1 総人口及び人口増減率の推移
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2. 県人口の年齢構成

平成23年10月1日現在の本県の総人口1,075,058人を年齢3区分別にみると、年少人口(0～14歳)は

前年に比べ2,840人(2.3％)減少して121,221人、生産年齢人口(15～64歳)は 6,503人(1.0％)

減少して633,130人、老年人口(65歳以上)は1,596人(0.5％)減少して318,854人となり、年齢不

詳が 1,853人となっている。

平成22年と同様に、老年人口が対前年比で減少しているが、これは、第2次世界大戦の終戦後で出生

数が少なかった昭和21年生まれが、65歳に達したことが影響したものと考えられる。

なお、年齢3区分別の総人口に占める構成比を見てみると、年少人口は前年に比べ0.1ポイント低下

して11.3％、生産年齢人口も0.1ポイント低下して58.9％、老年人口は0.1ポイント上昇して29.7
％となっている。

年少人口と生産年齢人口の割合が年々低下している半面、老年人口の割合は一貫して上昇を続け、

平成8年に20％台となり、平成14年には25％を突破して現在30％台が目前に迫っている。

図2 年齢（3区分）別人口割合
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図3 各指数の推移
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図4 5歳階級別人口性比（平成23年）

図5 5歳階級男女別人口（平成23年）
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図６ 秋田県人口ピラミッド（平成23年10月1日現在）
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4．人口動態

平成23年一年間(平成22年10月1日～平成23年9月30日)の人口動態は、10,939人(男5,478人、女

5,461人)の減少となっており、人口減少数は平成22年一年間(平成21年10月1日～平成22年9月30日)に

比べ27人増加したが、ほぼ前年並みに止まった。

これを自然動態と社会動態とに分けてみると、自然動態は7,868人の減少(平成22年：7,254人

減少)となり、前年に比べ減少幅が614人拡大した。また、社会動態は3,071人の減少(平成22年：

3,658人減少)となり、前年に比べ減少幅が587人縮小した。

図7 自然増減･社会増減･人口増減の推移

図8 自然増減率･社会増減率･人口増減率の推移
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(1) 自然動態

平成23年一年間(平成22年10月1日～平成23年9月30日)の出生数は6,715人(男3,383人、女3,332

人)、死亡数は14,583人(男7,529人、女7,054人)で、出生数から死亡数を差し引いた自然動態は

7,868人の減少(男4,146人減少、女3,722人減少)となった。これを平成22年一年間(平成21年10月1

日～平成22年9月30日)と比べてみると、出生数は156人(2.3％)の減少、死亡数は458人(3.2％)の増加

となり、自然動態の減少幅が拡大した。

本県の自然動態については、出生数が戦後一貫して減少傾向にあったものの1万人を上回り、その

一方で死亡数は昭和40年代から50年代は概ね9千人台で推移していたため、自然増加の状態が続いて

いた。しかし、出生数の減少に加え平成に入ってからは死亡数が年々増加し、平成5年には初めて、

死亡数が出生数を上回る自然減少の状態に陥り、その後も自然減少幅は年を追うごとに拡大している。

なお、出生数は昭和40年以降1万人台で推移していたが、平成8年に初めて1万人を割り、平成23年

の出生数 6,715人は、昭和60年の出生数 13,997人の半数以下となっている。

また、死亡数は平成3年以降、毎年1万人を超え、その後も増加傾向が続いている。

図9 自然動態の推移

-10

0

10

20

30

40

昭和30年 35 40 45 50 55 60 平成２年 7 12 17 22

出生数 死亡数 自然増減数

（単位：千人）

昭和４１年(ひのえうま)

の出生減

平成５年

死亡数が出生数を逆転

- 21 -



- �� -



図10 社会動態の推移

図11 5歳階級別社会動態内訳（平成23年）
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(3) 県外との移動

平成23年一年間(平成22年10月1日～平成23年9月30日)の秋田県と他の都道府県との間における社会

動態を「住民基本台帳人口移動報告」(総務省統計局)でみると、秋田県への転入者数が最も多いのは

宮城県で2,188人、次いで東京都が2,140人、神奈川県が1,045人の順となっている。この上位3都県か

らの転入者は合計5.373人となり、県外からの転入者13,091人の41.0％を占めている。

なお、東日本大震災により福島県からの転入者が前年(439人)の約1.7倍へと大幅に増加している。

また､秋田県からの転出者数が最も多いのは東京都で2,958人、次いで宮城県が2,327人、神奈川県

が1,443人の順となっている。この上位3都県への転出者は合計6,728人となり、県外転出者15,940人の

42.2％を占めている。

図12 地域別転入者・転出者
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図13 市町村別人口（平成23年）
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図14 市町村別人口増減率（平成23年）
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6．世帯数

平成23年10月1日現在の秋田県の算出による世帯数は391,082世帯で、前年に比べ946世

帯(0.24％)増加した。これを1世帯当たりの人員でみると2.75人となり、前年に比べ0.03

人の減少となった。

表16 世帯数の推移（各年１０月１日現在）

年 次 世帯数 世帯増加数 世帯増加率 1世帯当たり人員

昭和45年 307,739 － － 4.03

50 326,291 18,552 6.03 3.78

55 343,418 17,127 5.25 3.66

60 350,976 7,558 2.20 3.57

平成 2年 358,562 7,586 2.16 3.42

7 374,821 16,259 4.53 3.24

12 389,190 14,369 3.83 3.06

17 393,038 3,848 0.99 2.91

22 390,136 △2,902 △0.74 2.78

22 390,136 － － 2.78

23 391,082 946 0.24 2.75

注）１ 表中二重線から上の数値は国勢調査による。

なお世帯増加数、世帯増加率は、前回国勢調査との比較による。

２ 表中二重線から下の数値は秋田県年齢別人口流動調査による。ただし、平成22年は国勢調査による。

なお世帯増加率は、前年調査との比較による。

３ 世帯数は、一般世帯と施設等の世帯の合計数によっている。

図15 世帯数及び世帯当たりの人員の推移
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